
本研究は、神石高原町の人口減少問題に対し、観客動員数の更新を
続けるマツダスタジアムの成功要因を分析し、まちへの適用可能性を
模索した作品である。インタビュー調査から得られたマツダスタジアム
の魅力や集客への工夫を参考に提言された3世代合宿プランは、携

帯電話の電波が届かないという欠点を逆手に取ったユニークなアイデ
アであり、この点が評価される。一方で、使用したデータがやや古いこ
と、町民の減少と若者の流出との関係が曖昧で分析に主観が入って
いたためまちの弱点分析としては不十分であった。この点を見直すこ
とで地域活性化に向けた別の取り組みも考えられたのではないだろう
か。
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